
日本キリスト教団国際会議スタディーツアー 

 日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみです。 

 放射能汚染により傷ついている人々に対して、様々な方向からの支援と心のケアを展開する東北教区の機関で

す。仙台を拠点として、放射能問題における情報発信と連携のキーステーションとなることを目的として、２０１３年１０

月から活動を始めています。 

 

 

 

 

 

『健康相談と検診』『保養プログラム』『訪問と傾聴』という３本の柱をもとに様々な活動を行っていきたいと思います。 

 私たちの小さな働きが、原発事故で疲れ・不安を抱えた方々にとって“いずみ”となることができますように… 
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題字 丹治正雄氏 

感謝報告 

 いずみの活動をおぼえて祈りとともにたくさんのご支援を頂き、心から感謝申し上げます。日本基督教団東日本大震

災救援募金の「いずみ」への指定献金も合わせてこちらにご報告させていただきます。記載落し・ミス等ございましたら

ご連絡ください。（敬称略・順不同・特別記載のない団体は教団の教会・団体です） 

個人献金 

井ノ上利恵（２）、下村晃司、吉田嘉恵、村上里香、福山笑子、霜山哲夫・眞理子、北尾不二子、唐牛健三、安田治

夫、（合計 139,525円） 

団体献金 

いずみ愛泉教会「子どもの教会」、いずみ愛泉教会、いずみ愛泉教会「オリーブ会」、学校法人月寒キリスト教学園

「黎明幼稚園」、北海道クリスチャンセンター、仙台市民教会、札幌北部教会青年会、学生キリスト教友愛会（SCF）、

武蔵野教会、仙台東一番丁教会青年会、長野県町教会、長崎平和記念教会、別府教会、南三鷹教会、越谷教

会、西川口教会（４）、仙台東教会（２）、駒澤教会、鳴子教会、代田教会、日土教会、小野教会、吉原教会、野方

町教会「よんカフェ」、遠州教会「東日本大震災被災者支援委員会」、北海教区「東日本大震災支援委員会」、富士

見町教会、阿佐ヶ谷教会、原宿教会「子どもの礼拝」、伏見教会、名取の環境を守る会、室蘭知利別教会、大和高

田伝道所、廿日市教会、仙台愛泉教会、三軒茶屋教会、片倉教会、六角橋教会、東京信愛教会、堺清水橋教

会、久が原教会、西中国教区「宣教委員会社会部」、広島南部教会、深川教会、宮崎清水町教会、国分教会、豊

島丘教会、（合計 1,737,637円） 

献品 

佐藤照子、谷関恭子、笠松絹子 

                     以上感謝をもってご報告させていただきます。（２０１４年１月～２０１４年３月末） 
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室長 保科隆（日本キリスト教団仙台東一番丁教会牧師） 

運営委員・スタッフの紹介 

運営委員長 小林休（鳴子教会） 

運営委員    明石義信（常磐教会） 

          保科隆（仙台東一番丁教会） 

          布田秀治（いずみ愛泉教会） 

          最上千絵子（仙台北教会） 

室長   保科隆（仙台東一番丁教会） 

顧問   篠原弘典（原子核工学専門家） 

スタッフ 阿部奈々 

       菊池基史 

       後藤重雄        

 3月11～14日の日程で日本基督教団東日本大震災国際会議が東北学院

大学を会場に開かれました。「原子力安全神話に抗して」というタイトルのもと、

世界中から多くの方が集まりました。 

 3月14日から15日にかけては、いずみと被災者支援センター「エマオ」が共

同でスタディーツアーの中身を企画。台湾、韓国、アメリカ、ドイツ、スイス、

ニュージーランド、インド、日本から約５

０名の参加がありました。いずみ担当の

14日（金）は女川原発（外観）とＰＲ館を

視察、その後石巻山城町教会を会場に篠原弘典顧問による女川原発につい

てのレクチャーを受けました。レクチャーの中で篠原さんは、女川原発の誘致

をめぐり家族や親族が分断されてきた状況を見てきたことに触れ「女川がこれ

からどういう街づくりをしていくのか、今問われている」と話されました。「自国に

帰り、見たこと聞いたことを一人でも多くの人に伝えます」という参加者からの

メッセージにとても強く励まされました。 

 翌15日（土）は被災者支援センター「エマオ」の案内のもと、石巻市の津波

の被害を受けた場所をいくつかまわりました。「エマオ」の日々の活動に触れ、

現在の課題やこれからの活動展開について話を聞くことができました。 

 他の活動機関とつながりあうことで、単独ではなしえない活動や支援を行い

たいと思います。 

 “点から面へ“いずみの大きな目標です！ 

篠原さんレクチャー（石巻山城町教会） 

女川原発ＰＲ館で担当者の話を聞く参加者 

女川原発を外から眺めて 


